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令
和
６
年
３
月
２９
日
、
清
里
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
新
し
く
変
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、

「パ
ソ
コ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
で
も
見

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
」、
「清
里
町
ら
し
い
デ
ザ
イ

ン
」、
「必
要
な
情
報
に
誰
も
が
簡
単
に
た
ど
り
着
け
る

こ
と
」
を
中
心
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

清
里
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
子
育
て
情
報
や

観
光
情
報
な
ど
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

清
里
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

新
し
く
な
り
ま
し
た
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清 らか なる泉 、神経 の秘 境

神 の子 池
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令
和
６
年
度
　
清
里
町
の
主
な
行
事
予
定

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

６
月
３０
日

（日
）

斜
里
岳
山
開
き

７
月
６
日

（土
）
～
７
日

（日
）

グ
ラ
ン
フ
オ
ン
ド
北
海
道

ｉｎ
き
よ
さ
と

９
月
１
日

（日
）

ふ
る
さ
と
産
業
ま

つ
り

９
月

２２
日

（日
）

斜
里
岳
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

１０
月
中
旬
）

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル

■
月
３
日

（日
）

東
京
清
里
会

１２
月
上
旬

町
民
文
化
祭

１
月
５
日

（日
）

令
和
７
年
清
里
町
二
十
歳
の
集
い

清
里
町
だ
よ
り

発 行

清里町

6月 22日

(土曜日)

か ん た ん 検 索

清里町

■金睡 猥E勘]盤i量
[」::21:__1__11.1[」 ::』

`:』

:[1_



清里町だより 2024年 (令和6年 )6月 22日  第 16号

秒邸瞳、
昇
■■..

姜:|||:|||:|:||||||“ |||||::::::lll
嘗キ姦‐

ζ  、

」1碕 h躍

』」重貫::鼻撥:1‐1
乳 .1

三 鮮卜 清
里
町
特
別
職
及
び
清
里
町
議
会
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
ょ
り
副
町
長
が
２
名
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

清
里
町
議
会
議
員
の
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た

清
里
町
特
別
職
お
よ
び

町 長 古 谷 一 夫 副 町 長 岸 本 幸 雄 副 町 長 中 村 公 徳
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教 育 長 野 呂 田 成 人  議 長 前 中 康 男 副 議 長 伊 藤 忠 之

清里町議会

氏名 備考

畠 山 出 無所属・新

近 藤 博 無所属・新

柏 木 繁 延 無所属 。新

河 日 高 無所属・元 (2期 )

岡 本 英 明 無所属 。現 (2期 )

堀 り|1 哲 男 無所属 。現 (3期 )

伊 藤 忠 之 無所属・現 (3期 )

前 中 康 男 無所属・現 (4期 )

村 島 健 二 新党大地・現 (7期 )
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